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サイズは約27d7cm、1ヶ月分の

厚さは約1cmになる だれでも申

請すれば閲覧できる，

また2隻！ トマホーク艦の横須賀丹港化計画

第回饂会誠報告／類の平和運動

仏核疑惑艦と非核三原則
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あなたも仲間に！ （会貨は本誌購誠科を含みます）
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臼［な
門乞昇 卜

っ

て

、

日

本

は

ど

こ

へ

行

こ

う

と

し

て

い

る

の

で

し

≫
°
 

ょ

う

・

カ

ア

メ

リ

カ

海

軍

は

十

一

月

十

日

、

二

隻

の

ト

マ

ホ

ー

ク

艦

の

横

須

賀

母

港

化

計

画

を

発

表

し

ま

し

た

。

現

在

母

港

と

し

て

い

る

二

隻

の

艦

と

交

替

に

来

年

中

に

や

っ

て

く

る

の

は

、

モ

ー

ピ

ル

・

ベ

イ

（

タ

イ

コ

ン

デ

ロ

ガ

級

巡

洋

艦

）

と

ヒ

ュ

ー

イ

ッ

ト

（

ス

プ

ル

ー

ア

ン

ス

級

駆

逐

艦

）

。

去

年

母

港

化

さ

れ

た

バ

ン

カ

ー

ヒ

ル

、

フ

ァ

イ

フ

と

ま

っ

た

く

同

じ

セ

ッ

ト

で

す

。

ど

ち

ら

も

ト

マ

ホ

ー

ク

発

射

可

能

な

垂

直

発

射

装

置

(
V
L
S
)
を

装

備

し

、

モ

ー

ピ

ル

・

ベ

イ

は

六

、

ヒ

ュ

ー

イ

ッ

ト

は

十

一

の

核

ト

マ

ホ

ー

ク

を

搭

載

し

て

い

る

と

推

定

さ

れ

ま

す

。

も

う

、

い

い

か

げ

ん

に

す

る

べ

き

で

す

。

「

か

れ

ら

」

に

、

そ

う

言

っ

て

や

り

ま

し

ょ

う

◇

母

港

化

を

止

め

て

九

十

年

代

を

希

望

の

時

代

へ

…

流

れ

を

か

え

ま

し

ょ

う

！

ショシュア・八ンドラー氏
（グリーンヒース）が、来
日し、証言シ

亨｀ゞ心水
這＇亨／ 1姿

マ
ホ
ー
ク
艦
母
港
化
を
止
め
よ
う
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タ

イ

コ

ン

デ

ロ

ガ

事

件

の

発

覚

か

ら

半

年

が

過

ぎ

た

C

日

本

政

府

は

依

然

と

し

て

真

相

を

「

米

国

に

照

会

中

」

と

し

て

い

る

。

し

か

し

、

一

体

な

に

を

ど

の

よ

う

に

「

照

会

」

し

て

い

る

の

か

。

文

書

に

よ

っ

て

な

の

か

、

電

話

で

聞

い

た

だ

け

な

の

か

、

そ

れ

す

ら

明

ら

か

に

し

て

い

な

い

。

当

初

、

「

真

相

究

明

」

を

強

く

求

め

た

自

治

体

も

「

政

府

の

責

任

」

で

あ

る

と

、

動

こ

う

と

は

し

て

い

な

い

。

こ

れ

ま

で

の

「

核

朕

惑

」

が

そ

う

で

あ

っ

た

よ

う

に

、

こ

の

事

件

も

ま

た

、

こ

の

国

の

「

外

交

な

き

外

交

」

と

「

民

主

主

義

な

き

政

｀

治

」

の

中

で

う

や

む

や

の

う

ち

に

人

々

の

記

憶

か

ら

消

え

て

し

ま

う

の

だ

ろ

う

か

。

政

府

が

そ

う

願

っ

て

い

る

よ

う

に

。

．
 

十

一

月

十

一

日

か

ら

十

九

日

に

か

け

て

「

グ

リ

ー

ン

ピ

ー

ス

」

．
 

の

研

究

者

で

タ

イ

コ

ン

デ

ロ

ガ

「

航

海

日

誌

」

の

発

見

者

で

あ

る

ジ

ョ

シ

ュ

ア

・

ハ

ン

ド

ラ

ー

氏

(

2

9

オ

）

が

来

日

し

た

c
同

氏

は

一

九

六

五

年

一

年

分

の

「

航

海

日

誌

」

の

コ

ピ

ー

と

こ

の

文

書

の

保

管

状

況

を

示

す

写

真

、

そ

し

て

核

持

ち

込

み

を

決

令

官

報

告

(
C
o
m
m
a
n
d

定

づ

け

る

新

た

な

海

軍

公

式

資

料

「

司

H
i
 

s
t

o
ry
)

を

た

ず

さ

え

て

東

京

で

遠
冨
盗
翡
J
J
r

,
・
9
-
:
“
ん．

1
9
,
1
1
9

乃

ヽ

故

の

米

空

母

圧

U
ッ

[□
-[ッ,―

-II後
、
枡
烈
蒻
沿
J
]
言
，
＇
]

じ
い
）
，
か
盟
四
ー
h

)

｀
馴
5
虐

ぷ

似

灯

彗

げ

z
―ヽ
虐麦’ーわ
r↓

□`]

見

ら
"O'が
食
h
c、
に

3
:
m
以
伐
，
言
戸
嗜
r

几
ハ
り
ぃ
＇
＂
外
バ
ヘ
い
以
'
“

"
t
I
'
ぃ
ぶ
＂
り
出
凸
点
盆
れ
動
悶
し

'
5

伍
冒
虚
尼
豆
＂
＇
け
討
い
も
け
か
『

|
 

よ
い
ら
立
つ
市
民
団
体

ぶ＂
dク

疇

謡

核

づ

け

ま

た

証

叫

立
い
か
虹
§
‘
,
"
C
]

り
、
へ
表
舟
ぷ
＂
＇

ご

｀

如

ス

，

且

“

5
い

い

5
記

者

会

見

(

+

西

日

）

、

土

井

社

会

党

さ

C
_
"
り＇＂‘

委

員

長

と

の

会

見

、

議

員

懇

談

会

で

の

動
か
し
よ
う
の
な
い
事
寒

請

演

（

十

六

日

）

、

葉

山

非

核

自

治

体

協

議

会

議

長

（

藤

沢

市

長

）

、

横

須

賀

市

渉

外

部

長

と

の

会

見

（

十

七

日

）

、

長

洲

神

奈

川

県

知

事

と

の

会

見

(

+

八

日

）

の

ほ

か

、

横

須

賀

（

十

二

日

）

、

横

浜

(

+

七

日

）

で

市

民

集

会

に

出

席

し

、

証

言

し

た

。

「

航

海

日

誌

」

と

「

司

令

官

報

告

＇

六

十

六

年

版

」

（

タ

イ

コ

ン

デ

ロ

ガ

の

艦

長

が

海

軍

作

戦

部

長

な

ど

に

提

出

し

た

公

式

文

書

）

に

よ

れ

ば

、

タ

イ

コ

ン

デ

ロ

ガ

は

事

故

を

起

こ

し

た

後

、

十

二

月

十

六

日

に

横

須

賀

を

出

港

、

特

殊

作

戦

海

域

（

ベ

ト

ナ

ム

）

の

通

称

ヤ

ン

キ

ー

・

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

（

北

部

沿

岸

の

「

北

爆

」

の

た

め

の

作

戦

海

域

）

に

向

か

っ

た

。

そ

の

後

翌

六

十

六

年

二

月

二

十

一

日

に

佐

世

保

に

入

港

す

る

ま

で

、

ヤ

ン

キ

ー

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

と

ベ

ト

ナ

ム

南

部

沿

岸

の

デ

キ

シ

ー

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

（

メ

コ

ン

デ

ル

タ

の

解

放

勢

力

を

攻

撃

す

る

作

戦

海

域

）

を

往

復

し

な

（

十

一

頁

へ

）

，＼ 卜う一 h(屯f~) 
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差
、
当
時
の
在
日
米
海
叩
司
令
・

面
が
「
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ト
の
十
九
年

ぶ
り
の
長
崎
布
浩
は
粽
め
て
う
ま
く

い
っ
た
。
抗
品
や
デ
モ
が
な
か
っ
た

の
も
、
翡
揺
ぃ
兆
侯
で
あ
っ
た
」

ー
と
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
う

し
た
突
也
よ
っ
て
米
海
軍
が
必
崎

市
民
の
感
佑
を
諒
っ
て
判
断
し
、
今

年
九
月
、
核
疑
惑
が
持
た
れ
る
フ
リ

ゲ
ー
ト
庄
ロ
ド
ニ
ー•M
・
デ
イ
ビ
ー

ス
の
強
行
入
讐
「
献
花
平
件
」
に

つ
な
が
っ
た
呵
記
性
も
あ
る
。

r
i

i

.

,

 

日

の

秤

長

か

ア

ン

ケ

ー

ト

に

答

え

る

方

月

に

令

じ

た

海

醗

救

助

厄

ビ

ュ

ー

梅

諒

代

取

は

「

こ

れ

ま

で

迎

り

該

市
民
団
体

4

反
発
芍
爵
策
航
海
硝
報
②
按
房
フ
ォ
ー
ト
（
約
二
、
九
0
0
ト
ン
）
の
疑
督
器
應
つ
い
て
翡
頑

月

．

法

③

サ

ー

ビ

ス

、

製

寇

話

闘

唇

置

が

中

心

。

闊

馨

熊

｛

則

の

順

守

を

加

え

て

い

く

こ

と

は

む

[
（
日
「
『
糟
鱈
彗
蒻
彗
旺
彗
ロ
・
他
に
大
別
さ
れ
、
m

□`
い
0
-

口
｀
鱈
冒
彗
」
』
い
汀
汀
鰭
《
[

元
る
米
懇
雀
罷
店
報
セ
ン
タ
ー
・
日
本
は
函
館
（
北
海
迫
）
か
ら
新
九
月
に
全
文
を
入
手
、
現
在
、
各
f
r
i
も
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
は
要
が
あ
る
」
と
記
し
た
。
図
が
読
み
と
れ
る
」
と
い
っ
て
い

成
太
平
群
が
作
膵
泥
。
日
老
は
じ
四
、
横
鋲
、
熱
海
、
名
古
犀
、
大
造
に
つ
い
て
翻
訳
と
分
析
を
迩
め
て
固
有
名
詞
で
招
も
て
い
る
。
肛
船
怪
酌
市
で
反
双
地
・
反
係
辿
動
を
令

坪
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
阪
、
松
山
さ
ら
に
中
蒻
且
）
お
り
、
全
容
が
分
か
る
の
は
一
カ
月
翡
に
は
、
三
靡
贔
崎
造
船
所
す
る
「
ピ
ー
ス
パ
ス
醤
」
の
代
こ
れ
に
対
し
、
在
日
米
海
年
司
令

年
ア
な
も
一
十
品
・
挫
省
七
ま
で
巌
旱
一
雙
約
曾
は
後
。
こ
の
日
は
藷
造
の
分
だ
け
が
妥
ぁ
け
、
い
か
翠
塁
窟
葛
衷
、
担
璧
・
醤
大
助
教
探
は
部
（
横
須
致
）
の
畢
阻
司
令
翌
篠

89
＋
闊
哉
し
て
い
る
。
一
九
七
四
わ
た
っ
て
糊
羅
し
て
い
る
。
公
表
さ
れ
た
C

-

g
望
曇
g
。
し
も
、
「
こ
れ
ま
で
會
馨
贄
]
=
―
百
夜
、
喜
裔
い
合
わ
せ
に

9
年
に
籾
窓
也
、
今
回
入
手
し
た
内
容
は
、
各
氾
に
入
珀
し
た
紐
釦
起
的
氾
の
架
内
は
、
八
六
年
十
一
丘
碕
咎
蒻
地
で
街
甜
述
は
な
か
仄
捉
ゃ
認
苫
い
っ
て
い
た
が
、
ウ
「
コ
メ
ン
ト
で
き
る
立
氾
の
人
物
泌

1

i
っ
た
。
•
ジ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
計
画
嬰
荏
籾
中
に
な
い
」
点
防
羞

全
―

IUIIU===l-====l-==IU==-=l=l=-========-=-=-======-=======--===i-==ill=========-l-===ll--l-__ -u-==-==-=============-=======i
-=======Ul--' 

人
る
九
月
卜
丘
日
、
長
崎
へ
「
日
米
安
保
条
約
」

か
や
っ
て
き
ま
し
た
ぐ
，
核
疑
惑
」
を
渦
載
し
て
，

急
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
米
第
七
艦
隊
ミ

ミ
サ
イ
ル
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
デ
イ
ビ
ス
が
出
港
す
る
ま

で
の
ヒ
日
間
、
連
日
さ
ま
ざ
ま
な
抗
話
行
動
を
や
り

ま
し
た
。
県
と
市
へ
の
申
し
入
れ
、
米
大
使
館
と
領

11賠
へ
の
抗
謡
電
報
、
英
文
の
プ
ラ
カ
ー
ド
、
ス
テ

ヅ
カ
ー
の
作
成
、
航
会
、
柩
り
込
み
等
々
。

そ
の
中
で
も
、
全
国
に
大
き
く
報
道
さ
れ
た
の
は
一

ャ
和
公
園
で
の
献
花
阻
止
の
座
り
込
み
と
被
爆
者
に

よ
る
花
輪
踏
み
付
け
で
し
た

cそ
の
後
、
．
こ
の
件
は
、

巾
内
の
他
の
被
燻
者
に
よ
る
告
訴
、
告
発
へ
と
発
展

し
、
巾
態
は
思
わ
ぬ
方
向
に
矮
小
化
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
第
十
言
凹
反
ト
マ
全
田
会
議
の
開
催
が

k崎
に
打
診
さ
れ
た
時
、
私
た
ち
は
デ
イ
ビ
ス
入
港

の
す
曲
化
を
一
挙
に
方
向
転
換
せ
し
め
る
も
の
と
し

反トマ全国会
話を迎之て

土耀日 亭只 Eヨ

！

・

|

ー

，

＇

鳴
澁
修
理
施
設
や
食
糧
調
逹

着
器
日
本
国
内
の
主
羅
―
-
i+
l

力
所
に
つ
い
て
氾
の
状
況
や
修
迎
施
設
、
食
釈
の
入
手
嘉
な
ど
四
十
二
習
に
わ
た
っ
て
琶
斎

べ
、
そ
れ
を
函
洒
案
内
」
と
い
う
け
に
ま
と
め
て
全
米
岱
に
配
伽
し
て
い
る
こ
と
を
三
日
、
反
核
団
体
「
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
9
.

全
国
辿
血
」
（
ホ
務
屈
・
東
京
）
の
嘉
翁
岱
｛
が
翡
市
で
叩
会
に
し
た
。
同
団
体
が
む
加
し
て
い
る
也
罫
器
の
市
民
団
体
「
海
の
悶

覧
を
＇
．
盗
洋
覇
」
（
誓
局
・
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
．
米
国
の
闘
翁
法
に
苗
つ
い
て
入
手
し
た
も
の
で
、
日
本
で
公
に
な
る
の
は

初
め
て
。
レ
ス
ト
ラ
ン
や
医
犯
桟
関
の
が
介
な
と
ガ
イ
ド
プ
ッ
ク
的
な
面
も
あ
る
が
、
梅
詠
代
衷
は
「
有
ホ
に
備
え
て
の
防
究
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
」
と
反
発
し
て
い
る
。

「
有
事
へ
備
え
」

て
、
こ
の
会
話
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
へ
‘

結
果
と
し
て
、
柚
林
氏
に
よ
る
国
ゅ
湾
案
内
」
の
公

表
か
、
予
想
通
リ
、
長
埼
の
雰
囲
気
を
根
底
的
に
変

化
せ
し
め
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
被

恨
者
団
体
も
労
働
団
体
も
、
化
輪
踏
み
付
け
の
正
当

性
に
確
信
を
持
っ
た
は
か
り
か
、
こ
の
「
港
湾
案
内
」

の
共
崎
版
を
屯
要
な
論
拠
と
し
て
、
今
後
の
反
核
運

動
の
展
開
に
人
き
な
は
ず
み
を
つ
け
う
る
こ
と
を
心

よ
り
社
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
点
、
長
崎
と
し
て
大
い

に
感
謝
い
た
し
ま
す
．
 

さ
て
、

欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

耳
う
ま
で
も
な
く
、

長
崎
で
は
複
数
の
被
爆
者
団
体
に
よ
る
反
核
運
動
が

あ
り
、

長
崎
の
平
和
運
動
に
つ
い
て
何
か
出
い
て

長
崎
市
で
は
平
和
推
進
協
会
と
い
う
半
官
半

民
の
団
体
に
よ
る
平
和
運
動
が
あ
り
、

―
―
菱
の
同
盟
と
対
峙
す
る
阻
計
を
中
心
と
す
る
労
働

． 
さ
ら
こ
よ
、

,19,~,1 

に
丘
紐
星
産
は
似
合
わ
な
い

長
崎
の
平
和
運
動

者
の
平
和
運
動
も
全
国
に
比
を
み
な
い
ほ
ど
健
在
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
実
に
多
様
な
平
和
運
動
が
展
開
さ

れ
て
い
る
長
崎
で
‘
被
燻
者
で
も
な
く
、
組
織
も
な

い
、
フ
ツ
ウ
の
市
民
に
よ
る
平
和
運
動
が
登
場
し
た

の
は
四
年
前
の
こ
と
で
す
っ
半
年
以
上
の
準
備
期
間

を
お
さ
‘
地
区
労
・
肌
評
に
も
話
を
つ
け
て
、
一
九

八
六
年
八
月
ニ
口
に
、
竺
菱
の
兵
器
生
産
に
反
対
す

る
こ
と
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
「
ピ
ー
ス
バ

ス
長
崎
」
と
い
う
市
民
運
動
が
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
晶
本
的
な
動
機
は
、
「
被
爆
地
長
崎
に
兵
器

ル
産
は
似
合
わ
な
い
」
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
示
さ
れ
て

い
ま
す
つ
町
の
真
ん
中
に
魚
雷
工
場
が
あ
り
、
年
一

位
の
割
り
で
l
j
i
艦
を
建
造
し
‘
港
に
軍
艦
が
浮
か
ん

で
い
な
い
日
は
一
日
た
り
と
も
な
い
と
い
う
軍
術
都

市
長
崎
が
、
た
だ
外
に
向
か
っ
て
ノ
ー
モ
ア
・
ナ
ガ

サ
キ
を
訴
え
る
の
は
自
召
欺
購
だ
と
考
え
た
の
で
す
。

翡
耽
一
（
ピ
ー
ス
バ
ス
長
崎
・
代
表
）

•邊浅魯応
1 1月3日長崎で、記者会見発表 1 1日には呉でも発表し、

大きく取りあげられた。近く、全国31の港すべてについての

内容を発表したい。
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ト
ン
ネ
ル
工
場
で
三
菱
の
労
働
者
か
ら
説
明
ゑ
聞
く
。
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ぶ
り
で
あ
る

従
来
の
長
崎
の
平
和
述
動
、
反
核
運
動
は
、
き
わ

め
て
抽
僚
的
で
一
般
的
な
も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
、

誰
も
傷
つ
か
な
い
じ
、
目
に
見
え
る
対
決
点
の
な
い

迎
動
で
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
産
軍
複
合
体
と

し
て
の
長
崎
と
そ
の
兵
器
生
産
に
こ
そ
‘
私
た
ち
の

反
戦
反
核
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
と

者
え
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
兵
器
生
産
の
実
態
を
知
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
バ
ス
を
し
た
て
て
、
家
族

づ
れ
で
兵
器

T
喝
を
見
て
回
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ー
ピ
ー
ス
バ
ス
」
の
由
米
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

ヒ
ー
ス
バ
ス
長
崎
の
誕
生
は
、
長
崎
の
市
民
運
動

を
一
洋
に
活
気
づ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ぐ
翌
年

に
は
八
月
一
日
か
ら
九
日
ま
で
「
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
」

と
名
づ
け
て
手
づ
く
り
の
市
民
的
平
和
運
動
を
や
り
、

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
「
市
民
運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
長

崎
L

が
生
ま
れ
、
ま
た
「
原
発
な
し
で
く
ら
し
た
い

L
崎
の
会
」
が
育
っ
て
き
ま
し
た
ぐ
目
下
の
と
こ
ろ
、

れ
の
一
―
つ
の
他
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
結
集
し
て
い

る
市
民
団
体
は
、
右
の
二
つ
の
ほ
か
に
、
被
爆
二
世

教
職
員
の
会
、
長
崎
女
の
会
、
長
崎
の
教
育
通
信
、

長
崎
Y
W
C
A
、
マ
ス
コ
ミ
共
闘
、
日
独
平
和
フ
ォ

ー
ラ
ム
｀
通
訳
グ
ル
ー
プ
の

M
u
p
、
平
和
を
考
え

る
会
、
言
論
の
自
由
を
求
め
る
市
民
の
会
な
ど
十
数

団
体
あ
り
ま
す
↓
「
懲
り
な
い
面
々
と
凝
り
性
の
面

々
」
が
、
共
同
し
て
巾
務
所
を
借
り
、
会
議
室
、
連

終
場
所
と
し
て
使
用
し
、
あ
ら
ゆ
る
運
動
に
共
同
し

．． 
三
日
、
開
会
に
先
立
ち
記
者
会
見
発
表
し
た
米
軍

の
「
港
湾
案
内
」
は
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
大
き
く
と
り

あ
げ
ら
れ
た
。
同
日
午
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
核
ま

み
れ
の
九
州
」
に
は
長
崎
、
佐
世
保
、
鹿
児
島
、
福

岡
、
熊
本
な
ど
各
地
か
ら
の
報
告
が
あ
っ
た
。
お
り

し
も
、
米
軍
艦
が
佐
世
保
、
福
岡
、
別
府
、
鹿
児
島

に
同
時
入
港
し
、
九
州
全
体
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

必
要
性
が
実
感
を
も
っ
て
語
ら
れ
た
。

凹
日
は
午
前
中
「
ピ
ー
ス
バ
ス
」
に
乗
り
、
被
爆

地
長
崎
の
な
か
に
あ
る
軍
事
産
業
・
三
菱
長
埼
造
船

く
5

巧

ア
プ
ロ
ー
チ

-
、
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
号
問
題
に
引
き
続
き
焦
点
を

タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
の
水
爆
水
没
事
故
、
太
平
洋
演

習
P
A
C
E
X
、
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
日
本
の
軍

拡
。
こ
の
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
風
穴
を
あ
け
る
の

か
。
話
題
の
町
、
長
埼
に
ト
マ
喰
い
虫
た
ち
が
あ
っ

ま
り
、
第
十
一
回
全
国
会
議
が
開
か
れ
た
。
昨
年
十

ー
一
月
の
東
京
・
町
田
で
の
会
議
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年

全
国
非
核
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
行
動
註
圃
を
決
め
る

-

i

 、＇出
t

i

'

[

`

`

J

 

ヽ

戸

．

＼

ヽ

所
や
敗
戦
間
際
に
地
下
で
魚
雷
を
作
っ
て
い
た
ト
ン

ネ
ル
工
場
な
ど
を
見
て
回
っ
た
。

全
国
会
議
の
議
事
は
四
日
午
後
か
ら
。
タ
イ
コ
ン

デ
ロ
ガ
問
題
、
平
和
船
団
、
P
A
C
E
X
の
分
析
と

反
対
行
動
の
報
告
の
あ
と
‘
.
N
E
P
A
の
会
（
横
須

賀
）
、
神
奈
川
県
民
運
動
、
長
崎
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
i

ク
、
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国
な
ど
今
年
一

年
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。

夕
方
か
ら
翌
五
日
の
午
前
に
か
け
て
当
面
の
運
動

の
方
向
を
話
し
合
っ
た
。
「
全
国
運
動
」
の
名
称
変

史
問
題
や
非
核
三
原
則
を
め
ぐ
る
情
勢
の
と
ら
え
か

た
な
ど
。
唾
を
と
ば
し
て
熱
の
こ
も
っ
た
議
論
と
な

っ
た
。
以
下
に
、
こ
れ
か
ら
一
年
の
行
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
合
意
さ
れ
た
こ
と
を
列
挙
し
て
お
く
。
こ

れ
ら
を
念
頭
に
、
各
地
で
の
運
動
が
少
し
で
も
前
進

す
る
よ
う
う
。
剌
激
し
、
励
ま
し
合
っ
て
い
こ
う
。

課
題
一
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
の
母
港
を
撤
回
さ
せ
、
核
艦
船

を
ど
こ
の
港
に
も
入
れ
な
い
。

二
、
日
本
周
辺
（
北
西
太
平
洋
）
に
軍
縮
の
流
れ
を

作
ろ
う
。

●
反
ト
マ
ホ
ー
ク
禅
動
第
十
二
回
全
国
会
話
の
報
告

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
ぐ

．．
 
私
た
ち
の
平
和
運
動
の
戦
略
は
、
―
つ
に
は
、
地

域
社
会
か
ら
平
和
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
徹

底
的
に
長
崎
に
こ
だ
わ
り
、
な
が
さ
き
で
平
和
へ
の

道
を
見
つ
け
ら
れ
ず
し
て
、
ど
こ
で
み
つ
け
ら
れ
よ

う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
二
つ
め
に
は
、
生
活
の
流

儀
11
生
き
方
の
問
題
と
し
て
の
平
和
運
動
と
い
う
こ

と
で
す
し
男
だ
け
が
ハ
チ
マ
キ
を
し
め
て
い
き
り
た

つ
運
動
で
は
な
く
て
、
家
族
ぐ
る
み
で
、
一
人
ひ
と

り
が
主
体
的
自
主
的
に
運
動
を
作
り
あ
げ
よ
う
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
書
き
た
い
こ
と
は
た
＜

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
日
本
周
辺
の
軍
拡
状
況

は
「
長
埼
か
ら
全
国
が
見
え
る
」
状
況
に
な
っ
て
い

ー

―

ー

る
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
長
崎
に
こ
だ
わ
る

「
小
状
況
主
義
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
決
し
て
方
向

音
痴
に
な
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
e

反
ト
マ
全
国
会
議
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全

国
の
元
気
印
の
市
民
た
ち
と
の
連
絡
網
も
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
、
こ
の
人
的
つ
な
が
り
が
、
私
た
ち

の
運
動
の
展
開
に
対
し
て
、
ど
ん
な
内
発
的
な
転
換

を
も
た
ら
す
の
か
、
実
に
楽
し
み
な
こ
と
で
す
。

「
長
崎
で
も
平
和
船
団
を
」
と
ひ
そ
か
に
考
え
を
め

ぐ
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
0

.

.
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の
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あ
て
、
核
艦
船
寄
港
反
対
の
国
民
的
世
論
を
作
り
、

政
府
の
「
非
核
政
策
」
に
変
更
を
迫
る
。

＊
自
治
体
、
地
方
話
会
へ
の
世
論
を
強
め
る

＊
米
軍
艦
（
デ
イ
ビ
ス
号
）
の
入
港
に
際
し
て

「
非
核
証
明
要
求
」
の
立
場
を
貰
い
た
長
崎
市

に
つ
づ
く
自
治
体
を
つ
く
る

二
「
海
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
へ
の
関
心
を
高
め

る
。
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
と
「
デ
イ
ビ
ス
レ
ポ
ー
ト
」

を
つ
な
げ
る
。

三
、
日
本
の
軍
拡
へ
の
関
心
を
高
め
る
。

四
、
住
民
の
生
活
と
人
権
の
立
場
か
ら
基
地
を
間
赳

に
し
て
い
く
。

行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

一
、
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
既
港
撒
国
、
核
艦
船
寄
港
槃
止

の
た
め
に
、

①
フ
ラ
ン
ス
の
核
蹂
惑
艦
の
鹿
児
島
、
横
須
賀
入

港
へ
の
抗
話
を
各
地
か
ら
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
、
領

事
館
に
届
け
る
。

②
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
号
問
題
の
国
会
で
の
追
及
の

た
め
努
力
す
る
。

③
全
国
の
非
核
宣
言
自
治
体
を
対
象
に
タ
イ
コ
ン

デ
ロ
ガ
号
問
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

、つ④
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
号
問
題
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
る
（
政
府
に
真
相
究
明
を
求
め
る
ハ
ガ
キ
を
は

11/3~5 

長埼にて

ー
n-
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*
1
9
8
9
年
1
1
月

20
日
現
在
各
港
へ
の
原
子
力
艦

の
入
港
回
数
は
、

横
須
賀

佐
世
保

1
.
8
)
 

(

l

l

 

(
1
1
.
6
)
 

(
1
0
.
2
9
)
 

L S P 
級級級
II II II 

2 28 
回回

（
う
ち
原
潜

27
回
）

（
う
ち
原
潜

2
回
）

ヘ
レ
ナ
(

L

級

）

午

後

4
時

横

須
賀
に
入
池
。
ト
マ
ホ
ー
ク
対
象
艦
。

ヘ
レ
ナ
(

L

級

）

午

前

10
時

横

須
賀
を
出
泄
。

フ
ラ
ッ
シ
ャ
ー

(

P

級
）

時
横
須
賀
に
入
港
。

入
港
情
報

午
後

2

ゃ
よ
り

8
9
.
1
0
.
2
1
i
l
l
.
2
0
 

（
原
子
力
潜
水
艦
パ
ー
ミ
ッ
ト
級
）

（
原
子
力
潜
水
艦
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
級
）

（
原
子
力
潜
水
艦
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
）

10
月

22
日
、
朝
、
佐
世
保
に
ビ
ン
セ
ン
ズ
（
イ
ー

＊
ジ
ス
巡
洋
艦
）
と
エ
リ
オ
ッ
ト
（
駆
逐
艦
）
が
佐
世

保
に
入
港
し
た
。
こ
れ
は
、
P
A
C
E
X
が
ら
み
で

入
港
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ビ
ン
セ
ン
ズ
は
、
核
、
非
核
両
用
の
対
潜
魚
雷
ア

ス
ロ
ッ
ク
を
装
備
し
て
い
る
。
ま
た
、
8
8
年

7
月、

ペ
ル
シ
ャ
湾
で
イ
ラ
ン
航
空
の
旅
客
機
を
撃
墜
す
る

事
件
を
起
こ
し
て
い
る
艦
艇
で
あ
る
。
ま
た
、
エ
リ

オ
ッ
ト
（
駆
逐
艦
）
は
V
L
S
装
備
し
て
お
り
、
核

ト
マ
ホ
ー
ク
搭
栽
艦
で
あ
る
。

ま
た
、
1
1
月

3
日
に
鹿
児
謡
そ
し
て
、
1
1
月

10
日

に
は
横
須
賀
に
、
核
爆
雷
搭
栽
可
能
な
対
潜
水
ヘ
リ

コ
。
フ
タ
ー
ニ
機
を
積
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
の
駆
逐
艦
デ
ュ

。
フ
レ
ッ
ク
ス
な
ど
が
入
港
し
た
。
日
仏
親
善
が
目
的

と
の
こ
と
。

日
仏
間
に
は
、
日
米
間
の
よ
う
に
核
に
つ
い
て
の

事
前
協
議
の
取
り
決
め
は
な
く
ぶ
外
務
省
は
、
日
本

の
非
核
―
―
―
原
則
は
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
核
持
ち
込

み
は
あ
り
え
な
い
」
と
し
、
ー
核
兵
器
の
搭
載
の
有

無
の
確
認
」
を
求
め
た
神
奈
川
県
な
ど
の
要
請
を
拒

否
し
て
い
る
。
仏
の
核
兵
器
搭
載
可
能
艦
は
、
デ
ュ
、

。
フ
レ
ッ
ク
ス
と
同
級
の
駆
逐
艦
ラ
モ
ッ
ト
・
ピ
ケ
が

`
8
8
1
年
に
東
京
の
晴
海
に
入
港
以
来
で
あ
る
。

如

反
核
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン

核
器
葱
饂相
閃
ぎ
入
悟

ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ

t
 

1
l
1
1
C
l
 

3
回
33
回

（
う
ち
原
潜

3
回
）

（
う
ち
原
潜

32
回
）

⑤
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
号
の
航
跡
を
た
ど
る
海
上
ツ

ア
ー
を
計
画
す
る
。

⑥
「
港
湾
案
内
」
を
使
っ
て
、
各
地
で
世
論
を
喚

起
す
る
。
可
能
な
か
ぎ
り
地
域
メ
デ
ィ
ア
に
発
表

し
、
そ
の
後
全
体
と
し
て
の
報
告
書
を
作
成
す
る
◇

⑦
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
号
問
題
に
関
し
て
は
、
真
相

究
明
を
求
め
る
署
名
運
動
も
検
討
す
る
。

二
、
平
和
船
団
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
。

現

在

約

平

隻

°
-
0
0
隻
を
実
現
し
よ
う
。

「
平
和
船
団
ノ
ー
ト
」
を
作
る
（
担
当
は
横
須
賀
）
。

三
、
多
国
間
軍
事
演
習
を
止
め
よ
う
！

①
R
I
M
P
A
C
9
0
（
環
太
平
洋
合
同
演
習
）
反

対
の
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
。

＊
解
説
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
を
作
る
。

＊
日
本
、
韓
困
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
中
止
を
要

請
す
る
ハ
ガ
キ
運
動
を
起
こ
す
（
二
月
か
ら
四

月
）
＾
p

＊
四
月
二
十
一
、
二
日
の
「
海
の
軍
備
撤
廃
の

た
め
の
国
際
行
動
ウ
ィ
ー
ク
」
を
R
I
M
P
A

c
反
対
の
全
国
同
時
行
動
日
と
し
、
全
国
で
同

時
行
動
を
す
る
C

②
P
A
C
E
X
広
域
監
視
活
動
の
報
告
集
を
作
る
。

⑤
米
韓
合
同
演
習
「
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
反
対

の
行
動
を
全
国
で
。

さ
も
）

七
、
国
際
的
な
協
力
を
重
視
し
て
活
動
し
て
い
く
。

匹力
す
る
。 ト
E
F
A
¢
ム
召
＞
汁
動
に
科
柑
廿
に
参
j
J
I

五
、
「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
」
（
来
年
度
で
計
画

期
間
満
了
）
へ
の
異
議
申
し
立
て
を
行
う
。

ー
＊
日
本
の
防
衛
に
と
っ
て
無
関
係
な
も
の
の
削

除
を
要
求
す
る
。

＊
「
思
い
や
り
予
算
」
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

六
、
周
辺
住
民
の
人
権
、
生
活
を
侵
害
す
る
基
地
へ

の
た
た
か
い
。

＊
核
事
故
の
被
害
を
訴
え
る
。

＊
弾
薬
な
ど
の
危
険
物
、
騒
音
へ
の
異
議
申
し

立
て
。

運
営
方
針

一
、
運
動
名
称
は
当
面
変
更
し
な
い
。

二
、
「
ト
マ
喰
い
虫
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
の

設
置
に
つ
い
て
了
承
す
る
。

三
、
「
月
刊
反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信
」
を
九
0
年
一
月

号
（
第
五
十
一
号
）
か
ら
「
月
刊
ト
マ
喰
い
虫
」
に

改
題
す
る
。

四
、
出
版
プ
ロ
グ
ラ
ム

＊
「
基
地
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト
」
を
作
る
。
横
須 届

原
潜
の
ヘ
レ
ナ

(
1
0
.
2
9

入
港
）
を
含
め
れ
ば
、
核
艦

船
の
入
港
は
、
も
う
日
常
的

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
ら
た

め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。
相

次
ぐ
核
疑
惑
艦
の
日
本
へ
の

入
港
は
、
非
核
三
原
則
の
空

洞
化
に
一
層
の
拍
車
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
、
非
核
政
策

に
関
す
る
日
本
政
府
の
相
変

わ
ら
ず
の
主
体
性
の
無
さ
が

ま
す
ま
す
鮮
明
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
問
わ
れ
る
の
は
、

そ
れ
を
許
し
て
し
ま
っ
て
い

る
私
た
ち
の
問
題
で
も
あ
る
。

一
層
の
世
論
の
盛
り
上
が
り

を
作
る
事
が
急
務
で
あ
る
。

厄`謬』T邊還閲閥蜀テレオンサ
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tr.
i
i
`
・
 rす
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）
i
も
t
f
fr

t
,
t
応
↑
，

一
，
＼

t

、
ヤ
I•

お3

i

G
'
-

ふ：4

賀
、
佐
世
保
、
呉
な
ど
で
モ
デ
ル
を
作
り
、
再

度
各
地
に
協
力
要
請
す
る
。

＊
反
ト
マ
運
動
の
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
。

＊
解
説
「
潜
水
艦
戦
争
」

＊
非
核
独
立
太
平
洋
運
動
を
知
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
（
来
年
三
月
出
版
予
定
）

＊
デ
イ
ビ
ス
・
レ
ポ
ー
ト
の
ビ
デ
オ
化

五
、
「
平
和
資
料
共
同
組
合
」
の
趣
旨
の
重
要
性
を

確
認
し
、
実
現
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

六
、
反
核
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
強
化
す
る
。

七
、
情
報
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
各
地
の
情
報
、
切

抜
き
な
ど
を
集
中
す
る
。

次
団
の
全
国
会
議
の
開
催
地
は
横
須
賀
を
第
一
候

補
と
し
、
検
討
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
湯
浅
一
郎
●
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
！

呉
市
民
の
会
／
反
ト
マ
全
国
運
動
運
動
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
）
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i

．

月

三

日

、

フ

ラ

ン

ス

の

駆

逐

艦

デ

ュ

プ

レ

、

フ

リ

ゲ

ー

ト

艦

ア

ミ

ラ

ル

・

シ

ャ

ル

ネ

、

洋

土

補

給

艦

ソ

ム

が

枇

児

島

港

に

十

陸

し

た

。

こ

の

う

ち

デ

ュ

フ

レ

は

核

想

雷

装

備

可

能

の

対

潜

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

ニ

械

を

枡

載

し

て

い

る

と

い

わ

れ

て

い

る

。

仏

海

軍

は

か

ね

て

か

ら

親

苦

の

た

め

と

称

す

る

ふ

車

艦

外

交

」

を

ポ

リ

シ

ー

の

―

つ

に

し

て

い

る

C

こ

の

度

の

ア

ジ

ア

恥

訪

（

日

本

、

他

国

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

）

も

親

普

目

的

と

い

う

か

‘

よ

り

に

よ

っ

て

核

疑

惑

艦

と

は

ま

こ

と

に

物

騒

な

使

節

と

い

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

ッ

．．
 

フ

ラ

ン

ス

の

ア

ジ

ア

・

太

平

洋

地

域

に

お

け

る

軍

巾

的

プ

レ

ゼ

ン

ス

は

、

戦

前

お

よ

び

戦

後

初

期

ま

で

は

内

腔

部

の

仏

領

イ

ン

ド

シ

ナ

（

今

の

ベ

ト

ナ

ム

・

ラ

オ

ス

・

カ

ン

ボ

ジ

ア

）

を

中

心

に

し

て

い

た

が

、

今

日

は

人

平

洋

ポ

リ

ネ

シ

ア

の

う

ち

タ

ヒ

チ

・

ム

ル

ロ

ア

を

包

含

す

る

．

m呵お
よ

び

ネ

ラ

ネ

シ

ア

に

属

ア

メ

リ

カ

が

牽

政

府

に

強

い

懸

念

を

表

明

し

て

い

る

、

そ

ん

な

時

期

だ

っ

た

か

ら

c
相

手

が

早

々

に

計

画

を

中

止

し

て

く

れ

た

の

で

、

日

本

政

府

と

し

て

は

「

問

わ

ず

」

の

方

針

を

問

わ

れ

ず

に

す

ん

で

助

か

っ

た

。

も

し

今

回

日

本

政

府

が

核

抜

き

の

点

に

つ

い

て

確

認

を

求

め

た

ら

、

フ

ラ

ン

ス

政

府

は

ど

う

対

処

し

た

で

あ

ろ

う

か

、

と

想

像

し

て

み

る

の

も

、

あ

な

が

ち

無

駄

と

も

い

え

な

い

で

あ

ろ

う

。

フ

ラ

ン

ス

に

核

の

有

無

を

明

ら

か

に

し

な

い

と

い

う

原

則

が

あ

っ

た

と

し

て

も

、

米

国

と

は

違

っ

た

反

応

が

あ

り

え

た

か

も

し

れ

な

い

，

と

い

う

の

も

、

次

の

よ

う

な

事

実

が

あ

る

か

ら

で

あ

る

。

七

十

五

年

に

神

戸

市

議

会

は

核

兵

積

載

艦

艇

の

入

港

拒

否

の

決

議

を

行

い

、

以

降

当

該

大

使

館

に

「

非

核

証

明

」

の

交

付

を

求

め

、

そ

れ

を

持

た

な

い

船

の

入

港

を

拒

否

す

る

制

度

を

採

用

し

て

い

る

が

、

以

前

に

は

四

三

二

隻

の

入

港

が

あ

っ

た

米

国

の

艦

船

が

、

そ

れ

以

降

は

一

隻

も

入

港

し

な

く

な

っ

た

の

は

、

米

国

の

「

言

わ

ず

」

の

立

場

が

そ

う

そ

さ

せ

る

の

だ

ろ

う

が

、

核

保

有

国

の

船

で

は

フ

ラ

ン

ス

の

艦

艇

だ

け

が

、

そ

の

後

も

「

非

核

証

明

書

」

を

用

意

し

て

神

戸

に

入

港

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

ヘ

リ

空

母

ジ

ャ

ン

ヌ

ダ

ル

ク

、

駆

逐

艦

ホ

ル

ピ

ン

、

そ

れ

に

今

回

鹿

児

島

に

来

た

ア

ミ

ラ

ル

・

シ

ャ

ル

ネ

な

ど

で

あ

る

。

つ

ま

り

今

度

も

あ

え

て

求

め

ら

れ

れ

ば

、

フ

ラ

ン

ス

が

非

核

証

明

を

す

る

こ

と

も

（

も

ち

ろ

ん

実

際

に

核

抜

き

の

場

合

だ

ろ

う

が

）

決

し

て

あ

り

え

な

い

話

で

は

な

か

っ

た

。

そ

れ

だ

け

に

な

お

さ

ら

政

さ

ら

に

、

「

司

令

官

報

告

」

は

、

次

の

よ

う

な

記

述

に

よ

っ

て

、

日

本

へ

の

核

持

ち

込

み

を

裏

付

け

て

い

る

◇

「

ア

メ

リ

カ

海

軍

の

攻

撃

型

空

母

の

一

っ

と

し

て

、

タ

イ

コ

ン

デ

ロ

ガ

は

与

え

ら

れ

た

任

務

の

ど

の

部

分

も

瞬

時

に

遂

行

し

う

る

即

応

性

と

柔

軟

性

を

常
に
該
任
繋
組
っ
て

す

る

ニ

ュ

ー

カ

レ

ド

ニ

ア

を

拠

点

と

し

て

い

る

そ

の

日

的

が

ム

ル

ロ

ア

を

中

心

と

す

る

核

実

験

場

（

こ

こ

で

フ

ラ

ン

ス

は

一

九

六

六

年

か

ら

七

凹

年

ま

で

四

1
四

i

u

l

の

地

|

核

実

験

百

十

一

回

の

地

下

核

実

験

を

行

っ

て

い

る

）

を

守

護

す

る

た

め

で

あ

り

、

原

住

民

の

独

'11連動
を

抑

Hし
植

民

地

支

配

を

維

持

す

る

た

め

で

あ

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

る

こ

れ

は

今

年

.,ll,11祭か
祝

わ

れ

て

い

る

フ

ラ

ン

ス

吊

命

の

精

神

、

自

山

・

ヤ

等

・

博

哩

に

相

反

す

る

所

業

と

い

う

べ

く

、

こ

う

し

た

行

景

を

あ

わ

せ

考

え

れ

ば

、

一

そ

う

歓

迎

さ

れ

さ

る

客

と

い

う

へ

き

で

あ

ろ

う

へ

政

府

は

日

米

安

保

体

制

の

下

で

も

非

核

三

原

則

を

堅

持

す

る

と

い

い

、

事

前

協

議

制

が

そ

れ

を

保

証

し

て

い

る

と

し

て

い

る

か

、

軍

事

的

見

地

を

最

優

先

し

核

の

有

無

は

一

切

明

ら

か

に

し

な

い

と

い

う

米

国

の

立

場

と

の

間

に

、

繕

い

え

な

い

矛

盾

が

存

在

す

る

こ

と

は

い

う

ま

で

も

な

く

、

ラ

イ

シ

ャ

ワ

ー

発

言

、

ラ

府

と

し

て

は

そ

う

す

る

わ

け

に

は

い

か

な

か

っ

た

．

非

核

三

原

則

廠

守

の

神

戸

港

に

は

も

は

や

米

艦

船

は

入

れ

な

い

。

こ

う

し

た

事

実

は

、

日

本

政

府

の

現

在

の

行

動

様

式

を

規

定

す

る

も

の

が

ど

こ

に

あ

る

か

を

鮮

や

か

に

照

ら

し

出

し

て

い

る

と

い

え

よ

う

。

い

う

ま

で

も

な

く

、

米

国

の

ア

ジ

ア

・

太

平

洋

核

戦

略

体

系

の

中

に

組

み

込

ま

れ

て

い

る

日

米

安

保

体

制

を

守

る

た

め

で

あ

り

、

そ

の

た

め

、

非

核

三

原

則

を

犠

牲

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
ヤ
十
ヤ
ヤ
＋
＋
＋
＋
＋
＋
ヤ
＋
ャ
＋
＋
＋
＋
ヤ
＋
＋
＋
＋
＋
＋
ヤ
ヤ
＋
＋

（

三

頁

か

ら

）

が

ら

活

動

し

て

い

る

。

二

月

二

十

八

日

に

佐

世

保

を

出

た

あ

と

再

び

ベ

ト

ナ

ム

海

域

で

活

動

、

四

月

二

十

八

日

に

は

横

須

賀

に

再

入

港

（

十

二

頁

資

料

①

）

。

こ

の

期

間

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

の

ス

ー

ピ

ッ

ク

基

地

に

五

回

、

ホ

ン

コ

ン

に

一

回

そ

れ

ぞ

れ

寄

港

し

て

い

る

が

、

い

ず

れ

も

滞

在

日

数

は

一

、

二

日

、

五

日

と

短

く

、

核

を

下

ろ

し

た

と

は

考

え

ら

れ

な

い

C

フ
ラ
ン
ス
核
艦
船
の
入
港
と

非
核
三
原
則

鹿
児
島
か
ら

毛利淳二

「いま鹿児島で何ができ

るか」を考える会

ロ

ッ

ク

証

言

、

タ

イ

コ

ン

デ

ロ

ガ

事

件

等

々

次

々

に

そ

の

虚

構

を

露

呈

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

と

こ

ろ

で

今

回

は

フ

ラ

ン

ス

軍

艦

で

あ

る

。

安

保

条

約

の

下

で

従

来

の

運

用

慣

行

に

拘

束

さ

れ

て

い

る

米

艦

の

場

合

と

は

、

お

の

ず

と

異

な

っ

た

対

応

が

あ

り

う

る

、

つ

ま

り

、

核

の

有

無

を

問

い

合

わ

せ

て

確

認

す

る

手

続

き

を

取

る

こ

と

も

あ

り

う

る

、

と

一

応

は

い

え

る

だ

ろ

う

が

、

今

の

政

府

で

は

も

と

よ

り

空

し

い

期

待

で

し

か

な

い

。

実

際

、

「

わ

が

国

の

非

核

三

原

則

は

国

内

外

に

知

ら

れ

て

お

り

、

フ

ラ

ン

ス

は

こ

れ

を

蒻

重

し

て

行

動

す

る

は

ず

だ

。

核

兵

器

の

搭

載

能

力

を

も

っ

て

い

る

こ

と

と

、

現

実

に

搭

載

し

て

い

る

か

は

別

問

題

。

親

苫

の

た

め

の

寄

港

で

あ

り

、

外

務

省

は

搭

載

を

想

定

し

て

い

な

い

」

と

い

う

の

が

外

務

省

の

言

で

あ

り

、

な

に

か

や

っ

た

形

跡

は

な

い

。

こ

れ

は

フ

ラ

ン

ス

に

対

す

る

配

慮

だ

け

で

は

無

い

は

ず

ぐ

配

態

と

い

え

ば

む

し

ろ

日

米

安

保

に

対

す

る

配

慮

で

あ

ろ

う

。

事

前

協

議

制

で

と

っ

て

い

る

「

問

わ

ず

」

の

原

理

を

な

ん

と

し

て

も

崩

す

わ

け

に

は

い

か

な

い

か

ら

で

あ

る

。

一

度

フ

ラ

ン

ス

に

核

確

認

を

求

め

る

実

籟

を

作

っ

た

ら

、

な

ん

で

ア

メ

リ

カ

に

は

や

ら

な

い

の

か

、

と

い

う

こ

と

に

な

ら

ざ

る

を

え

な

い

。

八

十

三

年

末

寄

港

計

画

が

問

題

化

し

た

英

空

母

イ

ン

ビ

ン

プ

ル

の

場

合

は

き

わ

ど

か

っ

た

。

同

艦

は

核

搭

載

機

（

デ

ュ

プ

レ

同

様

対

潜

ヘ

リ

の

核

爆

雷

）

を

理

由

に

豪

政

府

か

ら

シ

ド

ニ

ー

の

乾

ド

ッ

ク

の

使

用

を

断

ら

れ

た

ば

か

り

ば

か

り

だ

っ

た

し

、

そ

の

こ

と

で

に

し

て

は

ば

か

ら

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

タ

イ

コ

ン

デ

ロ

ガ

の

「

航

海

日

誌

」

の

受

け

と

り

を

拒

否

し

て

核

持

ち

込

み

の

事

実

に

ほ

頬

被

り

を

き

め

こ

む

、

あ

ら

れ

も

な

い

姿

も

そ

こ

に

由

来

す

る

C

デ

ュ

プ

レ

お

よ

び

タ

イ

コ

ン

デ

ロ

ガ

に

関

す

る

地

元

自

治

体

の

姿

勢

、

運

動

側

の

対

応

に

つ

い

て

触

れ

る

つ

も

り

が

、

予

定

の

枚

数

が

尽

き

て

し

ま

っ

た

。

次

の

機

会

に

報

告

し

た

い

。

◆

◆

維

持

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

ウ

こ

の

任

務

に

は

ア

メ

リ

カ

大

統

領

が

命

し

た

時

刻

場

所

に

核

攻

撃

を

加

＇

応

も

度

み

]

で

き

る

能

力

が

含

ま

れ

て

い

る

'

」

(

t

三

頁

資

料

②

）

ぐ

日

本

の

港

に

寄

港

す

る

た

び

に

核

を

降

ろ

し

て

い

て

は

、

タ

イ

コ

ン

デ

ロ

ガ

は

与

え

ら

れ

た

任

務

を

果

た

す

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

の

だ

。

．． 

証

拠

は

出

そ

ろ

っ

た

、

出

つ

く

し

た

、

と

い

う

べ

き

だ

ろ

う

。

核

の

有

無

を

ア

メ

リ

カ

自

身

が

あ

か

さ

な

い

以

上

、

こ

れ

で

不

十

分

と

い

う

な

ら

ば

、

「

核

爆

発

」

以

外

の

「

証

明

」

は

不

可

能

で

あ

る

。

政

府

は

大

ウ

ソ

を

つ

き

続

け

て

い

る

。

こ

れ

は

、

「

リ

ク

ル

ー

ト

」

に

ま

さ

る

と

も

お

と

ら

な

い

「

ス

キ

ャ

ン

ダ

ル

」

で

は

な

い

の

か

。

核

疑

惑

解

明

の

た

め

の

「

特

別

委

員

会

」

が

国

会

に

設

置

さ

れ

る

べ

き

で

は

な

い

の

か

。

横

須

賀

市

渉

外

部

長

は

、

ハ

ン

ド

（
＋
一
『
一
ぺ
＇
ー
ン
中
玲
〈
）
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1
一
般
乱
軍
の
攻
撃
型
空
母
の
一
隻
と
し
て
タ
イ
コ
ン

デ
ロ
ガ
は
、
与
え
ら
れ
た
任
務
の
ど
の
部
分
を
も
瞬

時
に
遂
行
し
う
る
即
応
性
と
柔
軟
性
を
維
持
し
な
け

れ
は
な
ら
な
い
。
こ
の
任
務
に
は
大
統
領
が
命
＇
じ
た

時
刻
、
堀
所
に
対
地
核
攻
撃
を
加
え
る
能
力
か
含
ま

9

9

9

,

 

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
米
艦
隊
の
攻
撃
型
空
母

と
同
様
、
こ
の
能
力
は
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
に
と
っ
て

も
「
い
つ
で
も
手
元
に
あ
る
」
も
の
で
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
は
ヤ
ン
キ
ー
・
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
の
定
期
的
な
戦
闘
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア

情
勢
か
ら
の
要
請
に
備
え
る
た
め
の
訓
練
に
重
き
を

置
い
て
い
る
。

米
第
七
艦
隊
が
担
う
作
戦
上
の
重
要
性
は
、
常
に

よ
り
多
く
の
攻
撃
型
空
母
を
極
東
に
配
備
す
る
こ
と

I
 ；資料2)

0
特
記
事
項

＿
ー
司
令
官
報
告
」
よ
り
）

核
任
務 _1-'’ 

巨
．

I-．

空栂タイコンデロガ年表
1965_ 9-66_ 5 ( 

10/8 

11/1 

11/ 5 

ト
a
,
r__
 ,
i
f
用
は
¢
i
g
蜘
｛
匡
~
i

）
 
）
 
よ閾官令司

一ー

1

デキシー・ステーションで戦闘作

戦。

フィリピン・スービック湾に向か

を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
同
艦
隊
所
属
の

全
て
の
攻
撃
型
空
母
の
作
戦
の
比
重
が
増
し
、
こ
れ

に
対
応
し
て
、
実
質
的
に
海
軍
航
空
戦
力
の
す
べ
て

の
構
成
要
素
に
と
っ
て
、
母
港
に
滞
在
す
る
時
間
は

よ
り
短
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
空
母
一

隻
が
維
持
す
る
あ
ら
ゆ
る
統
計
的
数
字
も
増
加
し
て

い
る
。
こ
の
追
求
さ
れ
る
べ
き
統
計
的
数
字
は
、
今

日
の
近
代
的
海
軍
に
属
す
る
他
の
空
母
に
も
適
用
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
が

「
飛
行
甲
板
の
小
さ
い
」
空
母
で
あ
り
、
艦
齢
二
十

二
年
を
越
え
た
、
設
後
に
残
っ
た
エ
セ
ッ
ク
ス
級
攻

撃
型
空
母
の
一
隻
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
考
慮
に
入

れ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
図
式
は
、
こ
の
「
気
位
の
高
い

貴
婦
人
」
に
乗
り
組
ん
だ
男
た
ち
の
力
量
が
賞
賛
に

値
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思

わ

れ

る

。

（

訳

編

集

部

）

.......... 

(
+
-
ペ
ー
、
ジ
下
段
よ
り
）

ラ
ー
氏
の
提
出
し
た
資
料
の
受
け
取
り
を
拒
否
し
た
、

外
務
省
も
私
た
ち
の
電
話
で
の
打
診
に
対
し
て
「
受

け
取
れ
な
い
」
と
回
答
し
た
。
国
民
、
市
民
が
真
実

を
知
る
こ
と
を
妨
げ
る
、
彼
ら
の
「
民
主
主
義
」
と

は
一
体
何
な
の
か
。

繰
り
返
そ
う
。
証
拠
は
出
そ
ろ
っ
た
。
出
つ
く
し

た
。
あ
と
は
、
市
民
の
声
と
行
動
の
出
番
だ
。
（
た
）

タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
の

＇ 
量

・

'

ー

｀

i

ー

，

資料"i)

1 9 6 5年

9/28 

10/ 1 

12/ 1 

12/2 

I

a

-

ー

・

・

＇

｀

ー

テキシー・ステーションに到着

（ベトナム1ii部沿岸のデキシー・

ステーションと北部沿岸のヤンキ

ー・ステーションを往復しながら

作戦に従事）

ヤンキー・ステーション。

同海域を離れ休養のため横須賀に

向かう

12/5核兵器落．下。

1→•口．7．横須賀ーに到着 (8 時 30 分）。
12/16 横須賀を出発。特殊作戦海域に向

かう。

艦載機がベトナム攻撃。

ヤンキー・ステーションに到着。

12/22 

12/23 

12/2b テキシー・ステーションに向かう。

クリスマス休戦。

デキシー・ステーションに到祈。資

（

＇

）

）

一
「
航
海
日
誌
」

0
に
日
ら
、

8

[
1
2
1
1
6
]
 

こ

れ

ま

で

ど

お

り

航

行

。

[
1
1
4
3
]
操

舵

事

故

訓

練

を

実

施

。

[
1
3
o
o
]
乗

員

削

減

準

備

態

勢

(
C
R
E
W
C
U
'
T

R
F
A
D
 

!
N
E
S
S
)

を

設

定

。

[
1
3
3
5
]
区
画
B
ー

0
2
0
5
1
1

3
Eに
お

い

て

電

気

火

災

が

発

生

。

[
1
3
4
1
]
鎖

火

。

[
1
3
5
8
]
乗

員

削

減

部

署

(
C
R
E
W
C
U
T

S
T
A
T
 l

tmS
)
に

人

員

を

配

置

。

[
1
4
5
o
]
V
A
5
6所
属

の

A
4
E航
空

機

（

B

U
N
o
1
5
1
0
2
2
)
を

第

二

格

納

室

か

ら

第

ニ

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

ヘ

巻

き

上

げ

中

、

パ

イ

ロ

ッ

ト

の

D

M

'

ウ

ェ

ブ

ス

タ

ー

海

軍

中

尉

（

認

識

番

号

U
S
N
6
6
8
0
8
6
)
を

乗

せ

た

ま

ま

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

か

ら

転

蒋

、

同

機

は

北

緯

2
7
度

3
5
,
2
分

・
東
経

1
3
1度

1
9
,
3分
の

水

深

2
7
0
0
フ
ァ
ゾ
ム
(
4

9
0
0メ
ー

ト

ル

）

の

海

中

に

沈

ん

だ

。

署

名

．

9

o
g
日

7
8

[
0
4
|
0
8
]
 

こ

れ

ま

で

ど

お

り

航

行

。

[
0
4
3
6
]
0
6
2度

T
に

航

雌

変

更

。

[
0
4
5
8
]
1
7ノ
ッ

ト

に

速

度

変

更

。

[
0
5
4

3
]
0
6
0度

T
に

航

路

変

更

。

[
0
6
1
4
]
1
2ノ
ッ

ト

に

速

度

変

更

。

[
0
6
1
4
]
東

京

湾

に

入

る

。

入

港

し

な

が

ら

、

航

路

、

速

度

を

様

々

に

か

え

る

操

縦

を

開

始

。

[
0
6
4
,

5

]

特

別

海

上

停

泊

細

目

(
S
P
E
C
I
A
L

S
E
A
 
A
N
D
 
A
_
N
C
M
O
R
 
D
E
T
 

A
I
 L

S

)
を

設

定

。

[
0
7
0
0
]
水

先

案

内

人

カ

ー

タ

ー

大

佐

采

艦

。

[
0
8
3
o
]
本

艦

は

日

本

国

横

須

賀

海

軍

基

地

の

12

号

バ

ー

ス

、

ピ

ー

ド

モ

ン

ト

埠

頭

に

右

舷

を

つ

け

、

艦

首

お

よ

び

艦

尾

の

ワ

イ

ヤ

ー

を

用

い

た

8
ラ

イ

ン

係

留

方

式

で

係

留

さ

れ

た

。

v
o
8
:
4
2
>当
直

将

校

は

監

視

場

所

を

後

部

甲

板

に

移

し

た

。

署

名

12/26 

西太平洋に割備され、第5航空I象

を伴って半年の航海のためサンデ

ィエゴを出発。

サンディエゴからパール・ハーバ

ーに向け航行。

ハワイi軋

パール・ハーバーからフィリピン

・スーピック宮に向け航行

1966年

置

，

―

-

ー

1月

1 -1 3 

よ
り

i

抜

粋

）

ー

量

i

9
-
E
m
e
M
I
'
‘
oi冒
g

a

13 -1 4 

15 

テキシー・ステーションで戦闘作

戦。第9空母艦隊司令官が乗艦。

7 7. 5任務部隙司令官、第5航

空隊司令官が束艦。

フィリヒン・スービック湾に向け

航行。

フィリピン・スーピック湾。第9

空母艦豚司令官ド艦。

22-23 

24-31 

2月

1 -17 

1 7-18 

18 

l -2 

2 

2 -5 

5 -31 

4月

1 

l -2 

て航行。

2 

3 

4 -8 

航行中。

デキシー・ステーションで戦闘作

戦。

つ。

フィリピン・スーピック湾。

19-20 日本の佐世保に向かう。
--------

21＿ー2&＿―-佐世保-----------

3 JJ 

フィリピン・スーービック湾に向け

航行。

フィリピン・スービ、ック湾。

航行。

南シナ海およびトンキン湾にて戦

闘作戦。

トンキン湾にて戦闘作戦。

フィリピン・スーピック湾に向け

フィリピン・スーピック湾。

ホンコンに向かう。

ホンコン

トンキン浩に向け航行。

トンキン湾にて戦闘作戦。

フィリビン・スービック湾に向け

航行。

フィリピン・スーピック湾。

25-27 横須賀に向け航行。

28-30横須賀
5 }l 

1そ:2-―-横須賀
3 -12 アメリカ大陸に向けて航行。

9 -10 

1 0 -2 1 

21 -22 

23-24 

＇ 
ー

―-.-1-l-

-ー-=1
――――――"""・ーコニ―●一●一
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「
煙
を
噴
き
な
が
ら
、
水
爆
は
沈
ん
で
い
っ
た
」

一
九
六
五
年
当
時
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
の
乗
り
組
み
員

で
、
事
故
の
目
撃
で
あ
る
ウ
イ
リ
ア
ム
・
レ
ー
ン
氏

が
札
幌
弁
護
士
会
の
招
き
で
来
日
し
、
札
幌
（
十
一

月
三

0
日
）
、
東
京
（
二
十
九
日
）
、
横
浜
（
十
二

月
一
日
）
で
証
言
集
会
が
開
か
れ
る
。
主
催
は
各
地

弁
護
士
会
。
こ
の
う
ち
横
浜
の
集
会
は
「
非
核
三
原

則
と
情
報
公
開
ー
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
の
証
言
」
と
題

さ
れ
、
会
場
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
、

会計報告

(&9. 10.11~10. 2&) 

各
地

［収人］

〇甘ijiからの繰越

経常繰越

借人金繰越

0今月の収人

会費収人

内［且塁
誤参｝JllfIK1人
通信会員

カンパ収入

行動収人

：行科収人

収核ホットライン収人

入
場
無
料

●
内
容

●
と
こ
ろ

●
と
き

証
言
青
宙
-m"‘
y
`
 

で
証
言
集
会

十
二
月
一
日
（
金
）
午
後
六
時
半

横
浜
開
港
記
念
会
か
会
館

(

J

R
関
内
駅
下
車
徒
歩
五
分
）

ウ
イ
リ
ア
ム
・
レ
ー
ン
氏

梅
林
宏
道
氏

タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
の
元
乗
組
員
が
来
日
ー
＇

ー

△171, 795 

78,205 
△250,000 

165,272 

95,000 

12,000 
36,000 

゜9,000 38,000 
18,000 

゜52,272 
゜

［支出］

●今）iの支出

家貨（ 11月分）

水道光熱費

｀話代

郵送1t
文具代

印悼J1f

行動1t
資料経費

反核ホットライン経費

郵i叫振替等F数料

●次Jiへの紐越

経常繰越
借入金繰越
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月
刊
反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信
第
四
十
九
号

一
九
八
九
年
十
一
月
二
十
日
発
行
（
通
巻
五
古
『
）

＊
発
行
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
＇
・
全
国
運
動

〒

一

五

0

東

京

都

渋

谷

区

渋

谷

ニ

ー

五

ー

九

パ
ル
青
山
五

0
ニ
ト
マ
喰
い
虫
社

0
0
三

（

四

九

八

）

六

0
九

五

0
四

四

（

六

三

）

五

一

(

)

-

F
A
X
0
四

四

（

六

三

）

九

九

0
七

郵

便

振

替

東

京

六

ー

一

三

六

一

四

八

反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信
絹
集
委
員
会

1
0
0
円
（
通
信
会
員
年
間
二
0
0
0
円）

紫レ`・

＊
編
集

＊
定
価

ースダ‘！フ、了ぷつト
●編集から印刷、発送まで「反トマ通信jはすべて手

作りです。ミニコミ作りに興味あるひと、平和運動の

新しい情報に触れてみたいひと、イラストやデザイン

をやってみようかなというひと、とにかく何かやりた

い！と思っているあなた、いっしょにやりませんか？

●発送も手伝って下さい。毎月20日直後の日曜日、ト

マ喰い虫社の分室（東横線日吉駅下車044(63)5101)

でやります。

次回の予定 終t＝加（註其証‘—

12月2ke (O） ；悶がら


